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農学部 応用生物科学科

准教授

博士（バイオサイエンス）

イネ、栽培化、脱粒性、ゲノム、キウイフルーツ、

ニンニク、オリーブ

植物の品種改良、品種識別、出前授業、公開講座

「 地 域 と 共 に 育 つ 研 究 」 〜 香 川 県 の 特 産 品 を 活 か し た 地 域 連 携 研 究
大 学 と 地 域 が 一 丸 と な り 、 地 域 発 展 の た め に 新 た な 価 値 を 創 出 〜
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⒈高収量良食味イネ品種の育成

   地球温暖化や世界人口の増加に伴う食糧危機に対応するため、香川県で育成された品種「おいでまい」や

香川県で広く栽培されている「ヒノヒカリ」を活用して交配やDNAマーカー選抜などの分子育種学的手法を用

い、収量性と食味のさらなる改良を目指しています。日本国内の食料自給率の向上と農業の持続可能な発展に

貢献することを目標にしています。

　 2.棚田の保全活動

　香川県小豆島町中山地区の棚田は全国棚田百選にも選

ばれ、2021年の持続可能な観光地100選にも選出されまし

た。しかし、住民の高齢化や人口減少により耕作放棄地

が増加し、その景観が失われつつあります。そこで、地

域の特性を活かした学生参加型実践教育プログラムを展

開し、棚田の保全活動を実施しています。小豆島町役

場、地域おこし隊、地域住民と協力し、稲作や伝統文化

活動に参加することで、棚田を中心とした環境保全や地

域社会の持続可能な未来創生に寄与しています。

　 3.地域連携研究

  オリーブやニンニクなど、香川県の特産品を研究材料

に用いた地域連携研究プロジェクトに携わっています。

これらの研究は、大学、地元農業試験場、JAの協力のも

とに進めており、地域の特性を生かした研究を通じて、

大学と地元コミュニティの連携を強化し、地域資源の活

用を目指しています。 
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図2 .  小豆島中山地区棚田でのイネ収穫作業




